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第1回　東京医科大学・東京薬科大学ジョイントミーティンブ ー　309　一
二4セクション（演題番号10～12）の要約
　　　座長：東京薬大　平野俊彦
演題10病原性真菌CandidaならびにAspergillus
　　　　の細胞壁βグルカンに対するヒト血中抗体
　　　　価およびエピトープ解析
　本発表では、細胞壁βグルカンに対するヒト血中抗
体（抗CSBG抗体）価の測定法の開発と、健常者およ
び免疫関連疾患患者を対象に実際にその値を測定し
た結果が述べられた。抗CSBG抗体が健常者にも普遍
的に存在し、さらに慢性関節リウマチやANCA関連
血管炎患者ではむしろその抗体価が健常者より低い
という知見が興味深い。皮膚などに存在する常在菌の
問題や、患者が服用しているステロイド剤などの薬物
の影響について、質疑応答が集中した。各種臨床検査
値との関連などを含めた本抗体の臨床的意義につい
て、更に詳細な検討が望まれる。
演題11院内感染対策を目的とした院内環境の細菌
　　　　学的調査
　本研究は、東京医大八王子医療センターにおける、
病院内空中浮遊菌検査および環境拭き取り検査の結
果をまとめたものである。検査を行った年度ごとに菌
種あるいは検出工数の違いや傾向を分析し、年度間の
相違について考察を加えている。また、病棟ごとに
MRSAの検出頻度を求め、さらにPFGE電気泳動法
でその起源をも解析している点で興味深い。病院内の
空中浮遊菌あるいは環境拭き取り検査で検出された
菌の検出頻度や菌種と実際の感染症発症率との関連
や、今後本研究内容を感染症予防のためにどう生かし
ていったらいいのか、などが議論の対象となった。
演題12ヘリコバクターピロリの2次除菌療法の検
　　　　討
　本発表では、H．　pylori陽性患者および1回目の除菌
療法が成功しなかった患者に対して、クラリスロマイ
シン（CAM）を使用しない2剤併用療法（アモキシ
シリンとラベプラゾールの併用）を2週間行った結
果について述べた。本治療法が、従来の3剤併用療法
と同程度の除菌成功率を生み出した点、および除菌不
成功例に対しはCAM耐性を出現させない点で、臨床
的価値があるものと考えられる。本研究では更に、患
者のCYP2　C19遺伝子発現型と除菌成功率との関連
について検討を加えている。CYP2　CI9遺伝子発現型
によって患者を3群（rapid－EM、　hetero－EM、　poor　M）
に分け、群問で治療効果の比較を行ったところ、poor
Mの治療効果が最も高いという興味ある結果を得て
いる。発表後は、除菌不成功例が2剤併用療法で成功
した理由についての考察や、具体的な除菌プロトコー
ルに関する質疑応答がなされた。
　以上、前9演題と同様ここでも予定時間をやや超過
する活発な議論がなされた。ここに取上げた3演題は
いずれも、臨床に直結しているかあるいは今後の臨床
応用が期待される研究内容であった。両校の綿密な研
究計画の下、より良い医療につながる共同研究の成就
を期待したい。
第一回　東京医科大学・東京薬科大学ジョイントミー
ティング世話人水口純一郎　森安史典（東京医科大
学）岡勢太郎　笹津備規　大野尚仁　新槙幸彦（東京
薬科大学）
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